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DX 
実践⼿引書

https://www.ipa.go.jp/ikc/our_activities/dx.html#section7



DX
成熟度
レベル

DX 推進指標 ⾃⼰診断結果 分析レポート, IPA 2021年6⽉14⽇
「『DX 推進指標』とそのガイダンス」
https://www.ipa.go.jp/files/000091505.pdf



DXの
困難さ

DX(レベル3以上)に取り組んでいる企業
2020年度 IPA 調査

⾏っている ⾏っていない

8.5%

91.5%

8.5%



DX
フレーム
ワーク

経済産業省 デジタルトランスフォーメーションの加速に向けた研究会
「DX レポート 2（中間とりまとめ）」2020 年 12 ⽉
https://www.meti.go.jp/press/2020/12/20201228004/20201228004-2.pdf



DXは
市場を変える
社会を変える

DX 実践⼿引書 IT システム構築編 暫定 第 2.0 版
https://www.ipa.go.jp/files/000094497.pdf



レベル1さえ難しい

• デジタル⼈材の不⾜
• ⽼朽化、ばらばらなシステム
• 再利⽤できないデータ



中⼩企業には
⽬標が

⾼すぎる？



競争領域は
内製開発

DX実践⼿引書 ITシステム構築編 暫定 第2.0版
「4.6.5.競争領域、⾮競争領域と外部サービス」



DX視点でのアプリケーション開発ポイント

• “挑戦する際には、ソフトウェアを開発することも多いが、その際に重要なの
は、次に⽣かすものは必ずしも作った成果物（システム）ではないことである。
ソフトウェアを技術的負債化しないためにも、上記サイクルで得られた知⾒だ
けを活かして、作ったものを捨てる覚悟も時には必要である。”

• “内製化とは⾃社でプロダクトをコントロールすること。それが出来れば外部
エンジニアを活⽤しても問題ない。”

• “現場の要求変更をその場で対応して⾒せることで、スピード感を実感しても
らえる。”

DX実践⼿引書 ITシステム構築編 暫定 第2.0版



DX開発が
狙う分野

実験的、仕様策定による外部委託が困難
アジャイル+内製を想定



疑問
⼀⾜⾶びに
挑戦できる
のか？

パッケージ、クラウド、Excel、レガシーアプリ
ばらばらのデータを連携ソフトでつなげている。



よくある企業システムの例

財務会計 管理会計 ⼈事・給与

調達
在庫 ⽣産 出荷

物流 販売 顧客

営業⽀援プロジェクト⽀援 コミュニケーション⽀援

パッケージ/クラウドサービス

パッケージ/クラウドサービス

レガシーアプリ、Excel、Access、…



Wagbyの適⽤領域

財務会計 管理会計 ⼈事・給与

調達
在庫 ⽣産 出荷

物流 販売 顧客

営業⽀援プロジェクト⽀援 コミュニケーション⽀援

パッケージ/クラウドサービス

パッケージ/クラウドサービス

統合されたデータベース上に、業務プロセスが関連しあって動作するアプリケーションへ



Wagbyの
適⽤領域

ばらばらのサービスをデータ連携ツールでは
なく、統合データベース化したい

⾃分達のERPを
開発する。



現場がノーコードでアプリをつくる、こと？

メリット

現場が直接、必要なシステム
を開発できれば、システム部
⾨の負荷軽減につながる。

これが内製開発？

デメリット

データの重複が発⽣。隣の部⾨
とのデータ交換は考えられてい
ないため、コピペ作業は変わら
ない。



Wagbyのアプローチ

• 内製開発の要として「データモデリングチーム」を⽴ち上げる。

• アプリケーション開発はどういうものかを知ることは⼤切だが、全員が開発ツール
を使う必要はない。

• 開発ツールの使い⽅より、業務デザイン⽅法を学ぶ⽅がいい。

• 業務デザインを起点に、データモデリングチームがモデリングを⾏う。

• データモデリングからアプリケーションが導かれる。



業務デザインとは
こうあればいい、という業務の流れをデザイン（設計）する。

操作画⾯のデザインのことではない。操作画⾯を起点にすると、現⾏業務の操作性改善という枠組み
から抜け出せない。

⾃分の仕事の「⼊⼒」と、誰に渡すかという「出⼒」を組み合わせる。組織 = チーム。

業務デザインをとおして、データが⾒出せる。データモデリングチームへの材料となる。



DXと
Wagbyの
関係

現場
ITの素養をもって、業務を「デザイン」する

内製チーム
データモデリングとWagby

経営層
ビジョン、ゴールの明⽰



DX⼈材

• 組織全体、部⾨、個⼈を俯瞰できる業務デザイン
⼒を備えること。

• 組織のビジョンから、未来の業務デザインを想像
できること。

• 数年先のITがもたらす世界観を意識し続けること。

• カイゼンとDXの質的な違いを理解できること。

• プログラミング能⼒や、ノーコード・ローコード
開発ツールを使えることは必須ではない。

• データモデリング⼒を備えた⼈材が「核」になる。


